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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第75期

第２四半期連結
累計期間

第76期
第２四半期連結
累計期間

第75期
第２四半期連結
会計期間

第76期
第２四半期連結
会計期間

第75期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (百万円) 44,199 41,351 24,387 23,413 77,709

経常利益 (百万円) 2,551 4,584 1,596 3,360 2,249

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,724 2,525 995 1,806 1,698

純資産額 (百万円) ― ― 27,371 26,222 24,704

総資産額 (百万円) ― ― 54,289 51,110 45,517

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,135.521,161.891,081.51

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 71.55 116.89 41.30 83.62 73.15

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 50.4 49.1 51.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,123 △25 ― ― 6,749

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,444 △1,166 ― ― △3,594

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,879 658 ― ― △586

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 3,076 4,476 4,989

従業員数 (名) ― ―
　　　41,776
(22,531)

      38,853
(13,936)

     34,707
(14,986)

(注)  １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

３　連結従業員数の（　）は、内書でフォスターエレクトリックCo.,(ホンコン)Ltd.が製造を委託しておりま　　

　　す広州市番禺区旧水坑豊達電機廠の従業員数であります。

４　連結従業員数は、就業人員数を表示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 38,853

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　上記の従業員数にはフォスターエレクトリックCo.,(ホンコン)Ltd.が製造を委託しております広州市番禺区

旧水坑豊達電機廠の従業員数 13,936 名を含んでおります。

３　従業員が前連結会計年度末に比べ、4,146名増加しておりますが、主として豊達電機（南寧）有限公司における

生産増加のための人員増によるものであります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 423〔78〕

(注) １　従業員は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【販売の状況】

当第２四半期連結会計期間における販売の状況は下記のとおりであります。
　

部門 金額(百万円) 前年同四半期比（％）

電子機器 4,340 △35.7

電子部品 18,317 7.3

その他 756 35.0

合計 23,413 △4.0

　
電子機器部門 スピーカシステム、オーディオアンプ、マルチトラックレコーダー、OA機器およびデータ通信機器等

電子部品部門 単体スピーカ、マイクロホン、ヘッドホン、ヘッドセット、超小型音響変換器およびその原材料等

その他部門 上記以外の製品等
　

(注) １　受注高、受注残高及び生産高につきましては当企業集団において受注生産方式を採用していない子会社がある

ため、記載を省略しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第2四半期連結会計期間における経済情勢は、各国の財政出動により欧米では景気の底入れの兆しがみ

えるものの、高い失業率や個人消費の低迷を背景に依然として厳しい状況で推移いたしました。アジアで

は、中国やベトナムの景気は回復しつつありますが、わが国では、生産や輸出の底入れ観測に対し、急激な円

高の進行や失業率が過去最高水準を記録するなど先行きは不透明な状況が続いております。

　当社グループの属する電子機器市場におきましては、モバイル機器分野では携帯電話メーカーの在庫調整

が進むとともに生産が持ち直し、車載関連機器や薄型テレビの分野では、自動車や家電購入に対する支援制

度など、主要各国の景気対策に伴って需要が回復に向かいました。

　このような状況のなか、当社グループは前期に実行した非常事態対策に引き続き経費節減や資材費削減な

どの原価改善活動に取り組みました。

　この結果、当第2四半期会計期間の連結売上高は前年同四半期比4.0%減少し、23,413百万円となりました。

利益につきましては、当社グループ全体で取り組んだ原価改善活動が寄与し、連結営業利益は前年同四半期

比75.5%増加の3,294百万円、連結経常利益は110.5%増加の3,360百万円、連結四半期純利益は81.5%増加し、

1,806百万円となりました。

分野別では、電子機器部門の連結売上高は、オーディオ・ビジュアル関連や車載関連市場の需要低迷の影

響を受け、前年同四半期に比べ35.7%減少し、4,340百万円となりました。電子部品部門の連結売上高は韓国

子会社を連結対象としたこと等から前年同四半期比7.3%増加し、18,317百万円となりました。
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また、所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。なお、売上高にはセグメント間の内部売上高

を含んでおります。

日本

　当セグメントにおきましては、モバイル機器用ヘッドホン・ヘッドセットが売上増加したものの、車載用

スピーカや薄型テレビ用スピーカシステムなどの売上減少等により、売上高は17,276百万円（前年同四半

期比11.7%減）、営業利益は569百万円（前年同四半期比61.6%減）となりました。

アジア

　当セグメントにおきましては、車載用スピーカ及びオーディオ機器用スピーカシステム等の売上は減少し

たものの、モバイル機器用ヘッドホン・ヘッドセットおよび薄型テレビ用スピーカの売上増加や資材費及

び製造経費の減少等により、売上高は21,189百万円（前年同四半期比0.9%増）、営業利益は2,893百万円

（前年同四半期比482.0%増）となりました。

アメリカ

　当セグメントにおきましては、車載用スピーカの売上減少や資材費の減少等により、売上高は2,320百万円

（前年同四半期比21.0%減）、営業利益は0百万円（前年同四半期　営業損失21百万円）となりました。

欧州

　当セグメントにおきましては、車載用スピーカの売上減少等により、売上高は1,430百万円（前年同四半期

比18.7%減）、営業利益は2百万円（前年同四半期比96.2%減）となりました。

 

（２）財政状態の分析

総資産は主に受取手形及び売掛金、たな卸資産の増加により前連結会計年度末に比べ5,593百万円増加し

て51,110百万円となりました。負債は主に支払手形および買掛金の増加により前連結会計年度末に比べ

4,074百万円増加して24,887百万円となりました。純資産は主に利益剰余金の増加により前連結会計年度末

に比べ1,518百万円増加して26,222百万円となりました。また自己資本比率は前連結会計年度末比2.2ポイ

ント減少して49.1%になりました。

　

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、以下に記載のキャッシュ・フロー

により4,476百万円となり、第１四半期連結会計期間末に比べ1,815百万円減少いたしました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の減少は、税金等調整前四半期純利益は増加したものの、売上債権の増加等による資

金の減少もあり、367百万円となりました（前年同四半期比80.6%減）。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の支出は、設備投資等により363百万円となりました（前年同四半期比84.2%減）。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少は、短期借入金の減少等により995百万円となりました（前年同四半期　2,545

百万円増加）。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は422百万円です。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,106,01524,106,015
東京証券取引所
市場第１部

単元株式数は100株でありま
す。

計 24,106,01524,106,015― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年７月１日
　～

平成21年９月30日
― 24,106 ― 3,770 ― 3,896
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 2,121 8.79

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（退職給付信託日立金
属口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,685 6.98

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,508 6.25

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 1,016 4.21

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 945 3.92

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（中央三井アセッ
ト信託銀行再信託分・ＴＤＫ株
式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 587 2.43

昭和飛行機工業株式会社 東京都昭島市田中町600番地 446 1.85

みずほ信託銀行株式会社 東京都中央区八重洲１丁目２番１号 405 1.68

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 376 1.55

ステート　ストリート　バンク　ア
ンド　トラスト　カンパニー　
505019
（常任代理人　香港上海銀行東京
支店）

AIB　INTERNATIONAL　CENTRE　P.O.　BOX　518　
IFSC　DUBLIN,　IRELAND
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

343 1.42

計 ― 9,434 39.14

(注)  １ 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社、日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数のうち、

信託業務に係る株式数については、次のとおりであります。

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 1,892千株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 1,410千株

　　　２ 退職給付信託の設定等に係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（退職給付信託日立金属口） 1,685千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 　
　（中央三井アセット信託銀行再信託分・ＴＤＫ株式会社退職給付信託口） 587千株

　　　３ 上記のほか当社所有の自己株式2,501千株（10.37％）があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式2,501,500

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　　
21,595,400

215,954 ―

単元未満株式 普通株式　　9,115 ― ―

発行済株式総数 24,106,015― ―

総株主の議決権 ― 215,954 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式56株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
フォスター電機株式会社

東京都昭島市宮沢町
512番地

2,501,500 ─ 2,501,50010.37

計 ― 2,501,500 ─ 2,501,50010.37

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 845 1,1931,176 1,593 1,983 2,010

最低(円) 560 762 996 1,080 1,594 1,654

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第１部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期連

結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月

１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四

半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,595 5,066

受取手形及び売掛金 16,076 12,474

製品 8,066 4,941

原材料 3,828 3,710

仕掛品 619 526

貯蔵品 168 407

短期貸付金 95 92

未収入金 922 330

繰延税金資産 1,001 789

その他 960 1,199

貸倒引当金 △1,145 △581

流動資産合計 35,189 28,957

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 3,212

※
 2,995

機械装置及び運搬具（純額） ※
 4,859

※
 5,289

工具、器具及び備品（純額） ※
 1,570

※
 1,803

土地 1,053 1,063

建設仮勘定 431 583

有形固定資産合計 11,128 11,735

無形固定資産

のれん 422 451

ソフトウエア 721 825

借地権 385 334

その他 48 46

無形固定資産合計 1,576 1,657

投資その他の資産

投資有価証券 1,781 1,521

長期貸付金 186 214

長期前払費用 688 805

繰延税金資産 321 381

その他 269 274

貸倒引当金 △32 △30

投資その他の資産合計 3,215 3,166

固定資産合計 15,920 16,560

資産合計 51,110 45,517
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,663 5,291

短期借入金 10,764 10,180

1年内返済予定の長期借入金 82 46

未払金 1,426 1,164

未払法人税等 942 1,156

繰延税金負債 633 －

未払費用 617 532

賞与引当金 659 421

その他 422 571

流動負債合計 23,211 19,364

固定負債

長期借入金 1,161 1,003

繰延税金負債 141 23

退職給付引当金 261 258

役員退職慰労引当金 59 56

その他 50 105

固定負債合計 1,675 1,448

負債合計 24,887 20,813

純資産の部

株主資本

資本金 3,770 3,770

資本剰余金 4,564 4,564

利益剰余金 24,599 22,334

自己株式 △1,878 △1,878

株主資本合計 31,055 28,790

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 81 △358

為替換算調整勘定 △6,034 △5,067

評価・換算差額等合計 △5,953 △5,425

少数株主持分 1,120 1,339

純資産合計 26,222 24,704

負債純資産合計 51,110 45,517
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 44,199 41,351

売上原価 36,703 32,022

売上総利益 7,496 9,329

販売費及び一般管理費 ※1
 4,766

※1
 4,890

営業利益 2,729 4,439

営業外収益

受取利息 14 19

受取配当金 13 16

為替差益 － 47

雑収入 114 214

営業外収益合計 142 296

営業外費用

支払利息 117 109

持分法による投資損失 61 6

為替差損 129 －

雑損失 11 36

営業外費用合計 321 151

経常利益 2,551 4,584

特別利益

有形固定資産売却益 － 24

貸倒引当金戻入額 － 99

国庫補助金 88 19

過年度損益修正益 ※2
 130 －

特別利益合計 218 144

特別損失

有形固定資産売却損 － 1

有形固定資産除却損 67 178

投資有価証券評価損 － 240

子会社清算損 － 109

特別退職金 － 12

貸倒引当金繰入額 － ※3
 599

特別損失合計 67 1,143

税金等調整前四半期純利益 2,703 3,585

法人税、住民税及び事業税 1,848 704

法人税等調整額 △870 316

法人税等合計 978 1,021

少数株主利益 － 38

四半期純利益 1,724 2,525
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 24,387 23,413

売上原価 20,057 17,708

売上総利益 4,329 5,704

販売費及び一般管理費 ※1
 2,451

※1
 2,410

営業利益 1,877 3,294

営業外収益

受取利息 7 15

受取配当金 1 4

為替差益 － △53

雑収入 66 171

営業外収益合計 74 138

営業外費用

支払利息 67 48

持分法による投資損失 45 △0

為替差損 239 －

雑損失 2 24

営業外費用合計 356 73

経常利益 1,596 3,360

特別利益

有形固定資産売却益 － 6

貸倒引当金戻入額 － 3

国庫補助金 1 15

過年度損益修正益 ※2
 1 －

特別利益合計 2 25

特別損失

有形固定資産売却損 － △0

有形固定資産除却損 33 160

投資有価証券評価損 － 240

事業撤退損 － 109

特別退職金 － △0

貸倒引当金繰入額 － ※3
 79

特別損失合計 33 589

税金等調整前四半期純利益 1,564 2,796

法人税、住民税及び事業税 1,655 651

法人税等調整額 △1,086 173

法人税等合計 569 824

少数株主利益 － 165

四半期純利益 995 1,806
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,703 3,585

減価償却費 1,161 1,302

のれん償却額 － 47

前払年金費用の増減額（△は増加） △28 71

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15 0

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） 57 542

賞与引当金の増減額（△は減少） 78 244

有形固定資産除却損 67 178

有形固定資産売却損益（△は益） － △23

子会社清算損益（△は益） － 109

投資有価証券評価損益（△は益） － 240

受取利息及び受取配当金 △28 △35

支払利息 117 109

為替差損益（△は益） △15 20

持分法による投資損益（△は益） 61 6

売上債権の増減額（△は増加） △3,767 △4,651

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,179 △3,553

仕入債務の増減額（△は減少） 2,855 3,351

未収入金の増減額（△は増加） － △583

未払金の増減額（△は減少） 66 320

その他 292 △366

小計 △560 920

利息及び配当金の受取額 97 35

利息の支払額 △128 △114

法人税等の支払額 △531 △867

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,123 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △114 －

投資有価証券の売却による収入 － 219

有形固定資産の取得による支出 △3,200 △1,243

有形固定資産の売却による収入 28 27

無形固定資産の取得による支出 △241 △99

定期預金の増減額（△は増加） － △37

短期貸付金の増減額（△は増加） 135 △4

長期貸付けによる支出 △66 △10

長期貸付金の回収による収入 － 17

その他 15 △34

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,444 △1,166
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,362 677

配当金の支払額 △482 △259

長期借入金の返済による支出 － △2

長期借入れによる収入 － 252

自己株式の取得による支出 △0 △0

その他 － △9

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,879 658

現金及び現金同等物に係る換算差額 △49 19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 262 △512

現金及び現金同等物の期首残高 2,813 4,989

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,076

※
 4,476
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　　　該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日
  至　平成21年９月30日)

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示していました
「未収入金の増減額（△は増加）」は、金額的重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記しており
ます。なお、前第２四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「未収入金の
増減額（△は増加）」は169百万円であります。
　

　

【簡便な会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　　　該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末 前連結会計年度末

(平成21年９月30日) (平成21年３月31日)

　 　

※　有形固定資産の減価償却累計額 ※　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　15,065百万円 　　　　　　　　　　16,033百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおり　　

　　　であります。

給与諸手当 1,939百万円

退職給付費用 53 〃

広告宣伝費 61 〃

租税公課 123 〃

荷造発送費 910 〃

減価償却費 228 〃

賃借料 121 〃

旅費交通費 306 〃

通信費 77 〃

業務委託費 417 〃

貸倒引当金繰入 90 〃

 

 

※２　過年度損益修正益の内訳は次のとおり

　　　であります。

 

過年度の減価償却費に係る修正額 130百万円

　計   130 〃

 
　　　　　　────────────
 

※１　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおり　　
　　
　　　であります。

給与諸手当 2,233百万円

退職給付費用 101 〃

広告宣伝費 31 〃

租税公課 97 〃

荷造発送費 593 〃

減価償却費 268 〃

賃借料 115 〃

旅費交通費 217 〃

通信費 78 〃

業務委託費 302 〃

貸倒引当金繰入 143 〃

貸倒損失 29 〃

のれん償却額 47 〃

 
 
　　　　　　────────────
 
 
 

※３　当社子会社（ＥＳＴｅｃコーポレーション）の

　　　元従業員による横領に係る回収不能見込額

　　　であります。

 

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)
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※１　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおり　　

　　　であります。

給与諸手当 1,044百万円

退職給付費用 22 〃

広告宣伝費 33 〃

租税公課 72 〃

荷造発送費 429 〃

減価償却費 127 〃

賃借料 64 〃

旅費交通費 150 〃

通信費 41 〃

業務委託費 170 〃

貸倒引当金繰入 85 〃

 

 

※２　過年度損益修正益の内訳は次のとおり

　　　であります。

 

過年度の減価償却費に係る修正額 1百万円

　計 1 〃

 
 
　　　　　　────────────

※１　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおり　　
　　
　　　であります。

給与諸手当 1,136百万円

退職給付費用 59 〃

広告宣伝費 15 〃

租税公課 60 〃

荷造発送費 340 〃

減価償却費 135 〃

賃借料 59 〃

旅費交通費 115 〃

通信費 40 〃

業務委託費 139 〃

貸倒引当金繰入 51 〃

貸倒損失 8 〃

のれん償却額 23 〃

 
 
 
　　　　　　────────────
 
 
 

※３　当社子会社（ＥＳＴｅｃコーポレーション）の

　　　元従業員による横領に係る回収不能見込額

　　　であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

　（平成20年９月30日現在）

現金及び預金 3,086百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △   10  〃

現金及び現金同等物 3,076百万円

※  現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

　（平成21年９月30日現在）

現金及び預金 4,595百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △   118  〃

現金及び現金同等物 4,476百万円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　

至　平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 24,106,015

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,501,556

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 259 12.00平成21年３月31日 平成21年６月24日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年11月２日
取締役会

普通株式 利益剰余金 345 16.00平成21年９月30日 平成21年12月２日
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会

計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自  平成20

年４月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成

21年９月30日)は事業の種類として「電子機器及び電子部品事業」及び「その他の事業」に区分してお

りますが、全セグメントの売上高の合計、営業利益に占める「電子機器及び電子部品事業」の割合がいず

れも90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

アメリカ
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去又は　全
社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

15,9293,856 2,850 1,75124,387 ― 24,387

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

3,37417,147 86 7 20,616(20,616) ―

計 19,30321,0042,936 1,75845,003(20,616)24,387

営業利益又は営業損失(△) 1,482 497 △21 53 2,011 (134) 1,877

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

アメリカ
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去又は　全
社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

14,9524,882 2,159 1,41823,413 ― 23,413

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

2,32416,306 160 11 18,802(18,802) ―

計 17,27621,1892,320 1,43042,216(18,802)23,413

営業利益 569 2,893 0 2 3,465 (171) 3,294

(注)  １　国または地域は地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　アジア：東アジア及び東南アジア諸国

　　欧　州：ヨーロッパ諸国
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

アメリカ
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去又は　全
社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

27,7027,023 5,818 3,65544,199 ― 44,199

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

6,21629,952 170 12 36,352(36,352) ―

計 33,91836,9765,989 3,66880,551(36,352)44,199

営業利益又は営業損失(△) 1,897 872 △65 117 2,822 (92) 2,729

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(百万円)

アジア
(百万円)

アメリカ
(百万円)

欧州
(百万円)

計
(百万円)

消去又は　全
社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

25,8928,903 3,786 2,76841,351 ― 41,351

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

3,79628,208 242 21 32,269(32,269) ―

計 29,68837,1114,029 2,79073,620(32,269)41,351

営業利益 710 4,175 34 40 4,960 (521) 4,439

(注)  １　国または地域は地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　アジア：東アジア及び東南アジア諸国

　　欧　州：ヨーロッパ諸国
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 11,370 4,855 5,107 364 21,696

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 24,387

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

46.6 19.9 20.9 1.5 89.0

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 14,378 2,992 3,393 276 21,039

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 23,413

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

61.4 12.8 14.5 1.2 89.9

(注)  １　国または地域は地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　アジア：東アジア及び東南アジア諸国、オセアニア

　　北米　：カナダ、米国、メキシコ

　　欧州　：ヨーロッパ諸国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 19,694 8,465 9,565 591 38,316

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 44,199

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

44.6 19.2 21.6 1.3 86.7

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ  海外売上高(百万円) 24,468 5,353 6,595 477 36,894

Ⅱ  連結売上高(百万円) ― ― ― ― 41,351

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

59.1 13.0 16.0 1.1 89.2

(注)  １　国または地域は地理的近接度により区分しております。

２　本国以外の区分に属する主な国または地域

　　アジア：東アジア及び東南アジア諸国、オセアニア

　　北米　：カナダ、米国、メキシコ

　　欧州　：ヨーロッパ諸国

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。
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(有価証券関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

 

(デリバティブ取引関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

 

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 1,161.89円
　

　 　

　 1,081.51円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円)
26,222 24,704

普通株式に係る純資産額(百万円) 25,102 23,365

差額の主な内訳(百万円) 　 　

  少数株主持分 1,120 1,339

普通株式の発行済株式数(株) 24,106,015 24,106,015

普通株式の自己株式数(株) 2,501,556 2,501,514

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 21,604,459 21,604,501

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 71.55円
　

１株当たり四半期純利益金額 116.89円
　

(注)１． 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　２． １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 1,724 2,525

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,724 2,525

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 24,104,740 21,604,474
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 41.30円
　

１株当たり四半期純利益金額 83.62円
　

(注)１． 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

　　２． １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 995 1,806

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 995 1,806

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 24,104,669 21,604,463

　

(重要な後発事象)

    該当事項はありません。
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２ 【その他】

  第76期（平成21年４月１日から平成22年３月31日まで）中間配当については、平成21年11月２日

開催の取締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行う事を決議致しました。

　　①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　345百万円

　　　②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　 　　　　　16円00銭

　　　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　 　平成21年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

フォスター電機株式会社

取締役会  御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鶴　　野　　隆　　一    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　本　　　　　実    印
　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフォ

スター電機株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フォスター電機株式会社及び連結子会社の平

成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月９日

フォスター電機株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人　トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    鶴　　野　　隆　　一    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　本　　　　　実    印

　

　 　 　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフォ

スター電機株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フォスター電機株式会社及び連結子会社の平

成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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